
里山に魅せられて～今更ながらの自己紹介に代えて～ 

「自然観察からはじまる自然保護」、まさに私はそのようにして里山活動に携わるようになりまし

た。自然観察を頼まれた里山「堂谷津の里」は、藪をかき分けて歩くような荒れたところでしたが

未知の世界に入り込んだようでした。今までの散策では見たことがない野草、谷津に響き渡る鳥や

カエルの声、心地よい風と空気、その空間の全てが私をとりこにしました。隔月で行う観察会は、

様々な動植物との出会いに感動の連続でした。希少種を見つけると残したい、守りたいという思い

から、毎週のように里山へ出かけていきました。一人で楽しんでいるのはもったいない、このすば

らしさをみんなと共有したいという思いから「ゆっく・るっく草の会」を立ち上げ、ゆっくりじっ

くりミニ観察を楽しんだ後は、ちょこっと保全、下草刈りなどで心地よい汗をかきました。 

アズマネザサで覆われた雑木林に人ひとり通れるほどの道を作った翌春、明るくなった道脇に数え

きれないほどキンランの花が咲いた時の感動は今でもはっきり覚えています。林床を明るくすれば

藪に覆われていた野草が顔を見せてくれることを実感し、その後の活動の道筋を見つけたようでし

た。幸い一緒に活動する仲間ができ、「ここへ来ると気持ちいい、疲れるけれどすっきりよく眠れ

る」・・と大変な作業も楽しみながら今日まで続いています。 

里山の一角に自生する野草を残しながら整備した「自然野草園」は、四季折々の里山植物のスポッ

トとして大切にしている場です。整備して希少種が毎年増える一方、消滅してしまうこともあり、

悲喜こもごもの里山活動ですがライフワークとしてまた日々の生活の原動力にもなっているように

思います。 

里山で活動するある日、以前から関心があり、いつかは習得したいと思っていた「野草から繊維を

とる」東葛の研修会に参加しました。実習後、里山で覚えたての繊維とりに挑戦、苦労しながらも

できた繊維でコースターを仕上げてみんなで喜びをかみしめました。元来、ものづくりが好きな私

にとっては里山の自然物は何よりも宝物、つる細工、ススキ細工、竹細工、染色・・どれも期待以

上の出来栄えでした。里山活動と切り離すことのできない楽しみ、魅力です。 

今一番の思い入れは野草、観察でなく「食べる」です。タンポポ、ツクシ、ヨモギ、ノビル、ヤブ

カンゾウ、セリ・・数えきれないほど里山にはおいしい食材があります。一度はまるとやめられな

くなる野草の世界、それは「食」。どっぷりつかっています。春だけでなく、それぞれの季節に旬

がある山菜はタイミングをとらえて、その恵みを調理して味わい、短期間にたくさん採れるものは

工夫して保存しています。現在は、季節に関わらずあらゆる野菜を手にすることができ、旬を待つ、

味わうということもなくなりました。だからこそ、里山の山菜で季節の香りと味わいを感じてみる

のもよいのではないでしょうか。知れば知るほどおもしろく、見るもの全てが食材に見える毎日で

す。毎年、開催する「野草摘みと野草クッキング」は好評、野草を食べてみたいという願望は結構

あるのかもしれません。今、一番のお気に入りは「カラスノエンドウ茶」飲みながら原稿を書いて

ます。朝は、スイバジャムをつけてパンを食べました。（笑々） 

晝間初枝（四街道市） 

会員の広場（2026年5月）



同じ匂いを感じる

森の活動に出かける時は、頻繁に八柱霊園を通ります。昨年、令和7 年7 月 1日が霊園の90 周年で、

昨年秋にアートと音楽を組み合わせたライブイベント、グリーンスローモビリティで霊園内を周遊するイベン

トなどが行われました。華々しいイベントが相応しいのか、若干違和感を覚えたのですが、霊園は東京都公園

協会の所管でイベントなどは得意分野と理解しました。同時に昭和の初めに百万基単位の霊園の必要性を

思った当時の東京市長の卓見だと感じました。 

霊園は、公園墓地としての設えで、ふれあい広場には、ベンチとテーブルのセットが十個以上あるので、休

日には親子連れ、グループなどが弁当を広げ思い思いに楽しんでいる光景が見られます。時にはギター、蛇

皮線、金管楽器を持って練習風景に出会います。回りを気にせず練習できる空間として利用されています。 

時には広い園内の周遊道路（2㎞超）を使ってウォーキング、ジョギング等を楽しんでいる姿に出会いま

す。周回道路近所の高校がランニングの練習、中学校がマラソン大会に使われ、小学校や幼保園が遠足に訪

れます。周辺道路と違い、お参りや法事など限られた人しか利用しないこともあって静謐が守られています。 

 墓地の間には木本類、草本類が豊富で、時に自然観察のグループが訪れ、バードウォッチングの方といえば

毎朝カメラの砲列ができています。 

 そんなある日のこと、森の活動を終え、帰り道にさしかり、墓地か

ら下った斜面に男女の二人組が張り付いていたので、不思議に思

い、足を止めて見てみると、斜面をなめ回すかのごとく、スマホを下

に向けてシャッターを切っていました。同好の士ではないかという気

がして声をかけました。 

「センボンヤリがあるんです。写真に撮っていました。」と返ってき

ました。おまけに「こっちにはコケリンドウが･･･」と斜面を登り、場所

を案内してくれました。私は「センボンヤリ、コケリンドウ」ともに、過

去に名前を聞いたことがある。写真に収めたことがある。程度で初

見に近い類だったので、すっかりその気になってシャッターを切りま

した。宝に出会ったようでワクワクしました。 

自分の紹介をするべきか迷いつつ、「ずぶの素人ですけど自然観察指導員で･･･」と、東葛地域を参加者と

自然観察で回っている話をしました。すると、お二人は「大町自然公園が中心で植物観察している」とのこと

でした。植物好きの同じ仲間だという安心感もあり、4 月、5月の

観察会について伝えました。21世紀の森と広場はよく通っている

とのことでしたが、こんぶくろ池はご存じありませんでした。「柏の

葉キャンパス駅から歩いて行ける」と伝えつつ、毎月行っている自

然観察の宣伝をして別れました。 

集団でまとまっていると声をかけづらいところもありますが、単

独や二人くらいだと、仲間のような匂いみたいなものを感じて、声

をかけてしまいました。怪しまれないのも同じような匂いを身にま

とっているせいではないかと思うです。（松戸市 藤田 隆） 

センボンヤリ

コケリンドウ

会員の広場（2026年5月）



ちょっと自慢 佐倉のクマガイソウ 

佐倉里山自然公園の一角の竹林で私達が保護しているクマガイソウの今年の開花数が前

年比で約 5割増の 690輪に急増しました。 

昨夏の猛暑と雨不足で夏越しに支障があったのでは無いかと心配したのは杞憂でした。 

開花すると宣伝しなくても口コミで見学者が押しかけるので竹林前にテントを設営して当

番で受付し案内するのですが、既に８００名は超えています。地元の佐倉市民が 6 割、あ

とは近隣の四街道、八千代、千葉、船橋、市川などを筆頭に県内 20市町と県外では東京、

茨城など６都県、遠方では山口、鹿児島の方も見えました。 

19 日には福島大学

の山下先生が来られ、

受光量により変色す

る特殊なフィルムの

付いた装置を設置し

ました。2 週間後に

回収して分析すると

この間の積算光量が

分かるのだそうです。

次回は真夏の照度調

査も実施予定です。

各地の衰退している

クマガイソウ生育地

で同様の調査をすれば順調な生育地と衰退地の差が明確になります。 

佐倉は順調な生育地のモデルケースですから、私たちが教科書もないまま手探りで続けて

きた竹林の環境整備が結果的にクマガイソウの生育に合っていた事の証明です。 

竹林前の見学者受付用テント 光線量を測るフィルム 赤矢印の先 

佐倉市 坂本文雄 

会員の広場（2026年5月）



テイショウソウの保全

１ テイショウソウは貴重か？ ～県内各地のカタクリやクマガイソウと比べて～ 

1-1 特徴

花期は 10-11月（茂原市内確認）。多年草。

写真１（令和２年 10月茂原市内）は全体の特徴を示しています。葉は茎の下部に輪生状に多数つ

き、花茎は枝分かれせずに直立します。高さは 20～30 ㎝程度だったと思います。 

写真２（平成 29年 10 月茂原市内）は咲き始めの頃の様子で、優雅でとてもきれいです。上部か

ら開花していくので、下部の花はまだ蕾んでいます。1 つの花は 3個の小花が合体しているそうで、

白い花びらは５裂していて、一見 15裂しているように見えます。このことはモミジハグマ属の仲間

に共通する特徴ということで、キッコウハグマも同様の構造をしているそうです。 

葉には長い柄があり、形はほこ形で基部は心形になり、ふちに粗い波状の鋸歯があります。写真３

（令和４年 5 月茂原市内）のように、成熟したものほど葉の表面に濃淡の模様が現れて、独特の風

情を醸し出しています。秋開花なので、春植物のカタクリなどとは、保全方法が自ずと異なります。 

1-2 分布

日本固有種。

全国的には千葉県南部から近畿地方南部までの太平洋岸と四

国に分布、千葉県内では、千葉市緑区付近から茂原市、大多喜町

付近までの限られた地域に分布しています（右図）。照葉樹林や

スギ・ヒノキ林などの比較的暗い林に生育しています。

1-3 名前の由来

漢字では『禎祥草』と書きますが、牧野富太郎は、その意味は

分からないとしているそうです。『禎』も『祥』も「幸い」とか

「めでたい」の意味があるそうです。 

いずれにしても、何かしら良いことと関係ありそうです。 

1-4 やっぱり貴重？

かつては千葉県のレッドデータブックに掲載されていましたが、現在は対象外となっています。

分布は前述のとおりですが、神奈川県では絶滅しているそうです（『丹沢の希少植物図鑑』、神奈川

県自然環境保全センター、平成 24年 3月）。 

神社境内などの古い森に見られることや、千葉県が分布の北限となっている上に分布が限られて

いることなど、貴重な植物であることに変わりはなく、大切にしていきたいと思っています。 

千葉県植物誌より 

写真１ 写真２ 写真３ 

会員の広場（2026年5月）



２ 茂原市内におけるテイショウソウ（以下、『同種』と記載）の現状
2-1 市内北部 A 神社  ～小群落復活～ 

スダジイ、アカシデ、コバノガマズミ、カンアオイ、カシワ

バハグマなどが見られます。同種は、平成 29 年から観察を開

始して以来、ほぼ毎秋開花が確認できていました。途中数年、

イノシシが原因とおぼしき危機的状況もありましたが、令和６

年から今春にかけては、小群落が確認できています（右写真）。 

2-2 市内北部 B神社  ～危機的状況～ 

スダジイ、ミヤマシキミ、カンアオイ、チゴユリ、ミヤマナルコユリなどが見られます。同種は、

平成 29年秋から観察を始めてほぼ毎秋開花を確認してきました。しかし、令和４年頃よりブロワー

を使った落ち葉除去作業が拡大・徹底されて、草本類は全て、危機的状況となっています。 

2-3 市内北西部 C 神社  ～数個体が復活～

市指定天然記念物となっているスダジイ林です。林床にオオアリドオシなど、斜面にはコクランな

どが見られます。同種は、平成 29 年秋よりほぼ毎秋開花が確認されていましたが、令和 2 年秋に

刈り払い被害が発生したため、市教育委員会を通じて注意書き看板の設置をお願いしました。令和 7

年、イノシシによる掘り起こしで壊滅状態となりましたが、今春、５株ほどが確認できました。 

2-4 市内南部 D 神社 ～いつも 10 個体前後ですが・・・～ 

スダジイの下の祠の下の急斜面に、令和５年より 10 株前後が確認できています。しかし、毎夏、

祭礼に伴う(？)草刈りの災難に見舞われていて、昨秋は、斜面上部にだけ開花が確認できました。 

2-5 市内南部 E 神社   ～増えもせず絶えもせず不思議～

国の天然記念物となっている森です。高木はスダジイ、カゴノキなど、林床にはオオアリドオシ、

ホソバカナワラビなどが見られます。同種は令和 2 年よりほぼ毎年若干株が確認できています。こ

れまでイノシシの害も刈り払いもなく、にも関わらず増えも絶えもせず、今春は 10 株程度が確認で

きました。なお、平成 10 年千葉県生物学会編集の「千葉県自然観察ガイド」に記載があります。 

３ 今後のこと
いずれの個所も、イノシシによる掘り起こしや祭礼に伴う清掃が脅威となっています。一頃、行政

や地域の方々に他種と併せて保護の協力をお願いしま

したが、地域の方は「我々が守っている」と仰っていて、

成果には至っていません。古くから寺社林として守ら

れてきた自然が、現代の守り手によって失われていく

かも知れない現実。かつて確認したマヤランはそれ以

来、昨年まで確認していたイワガラミ（いずれも千葉

県 Cランク）は、この春、確認できていません。 

令和元年まとめの、ある自然環境調査報告書には、

「（市内南部の森で）減少」とか「（野生）動物による採

食圧」などと記されています。手をこまねいている訳

にいかず、昨春からある試みを始めました。今年の秋、

一定の結果が・・・？期待と不安とが交錯しています。 

（記：茂原市 望月力智） 

令和８年４月 

令和４年 10月茂原市内 
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